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5周年を迎えたHUSCAP

学術システム課

北海道大学学術成果コレクションHUSCAPは，

平成17年7月20日の設置から数えて 5周年を迎

えました。

HUSCAPとは， 本学研究者による学術論文など

約 3 万件以上をインタ ーネットを介して無料公

開しているもので， 誰でもいつでも本学の学術

成果に接することができる電子書庫であり， 本

学の研究活動を世界に発信するプラットフォ ー

ムです。 研究成果の本文までを無料公開するこ

とで， ①より多くの読者を獲得する， ②大学の

資料として大切に保存し後世に継承する等のメ

リットがあります。

先生方から多くの支援，配慮をいただき，HUSCAP

は右肩上がりの成長を続けており， 設置当初30

件だった公開文献数は， いまや3ガ3千件を超

えています。 また， 国内はもとより海外からの

利用も増加の一途を辿っており， 文献のダウン

ロ ー ド回数（文献閲覧数）は通算で512万回以

ー
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ダウンロ ー ド固数（累積） 収録文献数（累積）
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上にのぼっています。

これらの成果を確認するとともに， 今後のさ

らなる発展を目指して，附属図書館では，HUSCAP

公開 5周年記念講演会を10月21日 （ 木） 10:00,...__, 

12: 10, 北海道大学学術交流会館小講堂にて開

「国立大学フェス催しました。

タ」と

この講演会は，

「オープンアクセスウィ ーク」

がありました。

「国立大学フェスタ」とは，

「オープンアクセスウィ ーク」

等，

うにする 「オープンアクセス」

のイベン

トとして位置付けられ， 学内外から58名の参加

国立大学の教育
研究活動を広く社会に発信することにより，

立大学がより社会に開かれた存在となることを

目指しているもので， 本学では10月,.-....,11月に23

のイベントを開催しています。

国

とは， HUSCAP

インターネットを通じて研究成果を無料で

公開し， 世界中の人々が対価なく享受できるよ

の意義を広める

ための国際的な促進週間です。 オープンアクセ

スウィ ークには毎年， 世界各国の大学図書館や

研究機関が様々なイベントや広報活動を行って

います。 2010年のオ ープンアクセスウィ ーク

（月） ------24日

は， 講演会を開催するとともに，

報物の設置， 期間中にご著作をHUSCAPにお送り

くださった研究者にHUSCAPバッチをプレゼント

10月18日 (13)に， 附属図書館で

ポスターや広

するキャンペーンを行いました。

さて， 講演会の内容です。 二部構成で， 前半

は， 「HUSCAPと私の研究」をテ ー マに， 3 名の

北大研究者から自身の研究内容と関連して
HUSCAPを通じた学術成果の公開事例を紹介いた

だきました。 後半は， 学外から， 情報倫理の専

門家であり学術情報のオープン化を推進してい

る明治大学A. A. アダムス先生をお招きして，

「Maximizing the impact of your research」

題し，

と

デジタル時代の論文発表や著者の権利に

ついて講演いただきました。 本稿では， 各講演

の内容を紹介します。
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1 . 井上純一 先生（情報科学研究科）
「局所的行動規範（研究者）が創る大域的システム(HUSCAP)

の最適デザイン」

2005年頃， 自身

の研究について，

「産業につながる，

役立つ研究」 をし

ているとはっきり言えないことに対する慈藤と

模索があり， 何か別な形で社会に貢献できるこ

とはないかと考えていた。 そこへ，図書館から

HUSCAPのアイデアを相談され，日 々の活動で生

まれるアウトプット（ 講義ノ ートや論文等） を

可能な限り公開する窓口になってもらえそ うだ

と思った。 図書館は教員が利用してくれるか心

配していたが， システムがよければ皆が使 うは

ずで， うまく軌道に乗れば， 教員 「個々の局所

的な努力によってシステム全体が自己組織的に

デザインされる」 はずだと感じた。 5 年後の今

日 ， 講演会が開催され自分がここで話している

こと自体， 成功している証拠だ。

「個々の局所的な努力によってシステム全体

が自己組織的にデザインされる」 とい うのは，

我々の研究グループが目指しているもので， 脳

の神経細胞や， デジタル画像の画素， 群れの中

の一羽の鳥等， 個々の要素はシンプルであるの

に， たくさん集めると好ましいシステムが構築

される可能性がある。 例えば， ムクドリの群れ

が集団で飛ぶ様子は， 見ていて飽きない形状の

変化があるが， どのよ うに群れが形成されるの

か， その中の 1羽l羽はどのよ うなルールで行

動しているのか， 個々のムクドリは賢いとは思

えないが，集団のふるまいに関して疑問が尽き

ず，自然界は 「Amazing」 であるとしか言いよ う

がなし‘。
HUSCAPもまさに， ボトムアップ的， 自己組織

的にデザインされてきている。 人間はムクドリ

より賢いはずである。 今後の我々個々の少ない

努力で， HUSCAPはより素晴らしいものに進化・

発展していくことが期待できる。

HUSCAPはどうだろう. . 

kkaidD Umuersit� 
Librar� 
·--· — 

最適なシステム（アーカイブ）
が「ポトムアッブ的」、 「 自己組織的」
にデザインされていく

ー
・

. . ... , 
， 

そのシステムは"Amaiing"ですらある

HUSCAP =ムクドリの群れ？

10 

井上純一 先生 発表スライドより
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2 . 星野洋一 郎先生（北方生物圏フィ ールド科学センタ ー）
「HUSCAPと私の研究」

私は果実のハス

カップ (Haskaop)

を研究している。
ハスカップはアイ

ヌ語に由来し， has (枝条） ka (の上） 0 (に沢

山なる） p (もの） とい う意味だ。 1 m50cmほど

の樹で， 6 月に黄色の花を咲かせ， 7月に甘酸

っぱい実がたわわに実る。 樹によって実の風味

が異なり， 柑橘系の香りがするものもあれば，

はきだしてしま うほど苦いものもある。 北大で

は農場でハスカップを栽培しており， 農学部の

実習にも使っている。
ハスカップの自生地は北半球北部の方で， 世

界的な自生地の研究発表がされているが， その

中で日 本の自生地は明らかになっていなかった

ため， 道内を視察し， 釧路湿原， 霧多布湿原，

大雪山， 美幌峠等で自生していることが分かっ

た。 また， 遺伝的な国内の分布も明らかになっ

てきた。 遺伝的な観点から， 優良品種（ おいし
くて， 収穫に適する皮のしつかりした品種） を

増やす研究も行っている。 こ ういったハスカッ

プの研究成果をHUSCAPに登録している。

私の思いは， ハスカップとい う果実の存在と

おいしさを 「もっとたくさんの人に届けたい」

とい うことだ。 この思いは， HUSCAPと同じでは

ないか。 ハスカップをアピールしてHUSCAPを広

めよ う。

HUSCAP とハスカップ

北大図書館

北大農場

星野洋一 郎先生 発表スライドより
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3 .  栃内新先生（理学研究院）
「HUSCAPは北大の研究者に何をもたらしてくれるか」

2 年前にHUSCAP

に自身の博士論文

を収録した。 収録

前は， 電子ファイ

ルがないために， 数年に 1 回コピー依頼がくる

たびにコピーしなければならなかったが，HUSCAP

に掲載することで便利になった上， 数ヶ月に 1

回のダウンロ ードがあり， 手軽に読めるよ うに

なったことで， 著者にコピーを依頼するまでも

ないかと思っていた読者に読んでもらえている

感がある。 また， 「科学技術コミュニケ ーショ

ン」 (2010年2月） に書いた， 理系大学院生向

けのエッセイが， びっくりするほど多くダウン

ロ ードされている。 HUSCAPの 「よく読まれる論

文」 を見ると， 井上純一先生の講義ノ ートは，

ずっとダウンロ ード回数 1 位の座にあるが， こ

ういった学術雑誌掲載論文以外の著作の需要が

多い事実は， HUSCAPを運営して初めて分かった

ことだと思 う。 これからもどんどん試行錯誤し

てほしい。
HUSCAPは北大の研究者の味方であり， 様々な

利点があるが， 退職した後も研究成果を公開し

続けることができる点が魅力的だ。 この点で，
HUSCAPは， 整理された標本箱に似ていると思

う。 研究者の個々の研究成果を虫に例えると，

単独では地球環境の中での存在意義もよく分か

らない。 また， 野原で死に絶えたら， 他の動物

に食べられるか分解して消え去ってしま うが，

標本にされ， 永遠に公開され続ければ， 未来の

科学者の研究材料として永遠の命を得る。 HUSCAP

の未来は， 北大の学術情報を統合してショウケ
ース化する， 北海道大学学術統合コレクション

となることを期待する。

栃内新先生 発表スライドより
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4. Andrew A. Adams先生（明治大学）

「Maximizing the impact of your research」

研究者は何のた

めに論文を執筆し

ているのか， せっ

かく書いた論文は

ど うなるのか， そ うした中で学術研究活動J:.の

キモはどこにあるのか， を考えた時， 問題の核

心は査読論文へのアクセスである。

現在の学術清報流通は， 研究者が学術雑誌に

論文を執筆し， 機関が学術雑誌の購読料を一括
払いして成り立っているが， 購読料が高すぎる

ために， 1 万を超える世界中の他大学の研究者

すべてに行きわたっていない状況である。 この

アクセス不全は， 研究者が， 学術雑誌に論文を

投稿すると同時に， 機関リポジトリにも登録す

ることで解消することができる。 潜在的な読者

がいたとしてもアクセスできない限りあなたの

論文を読むことができないし， 論文が読まれな

い限り引用されることもないのだ。 レイアウト

やファイル形式等にこだわるべきではなく， 著

作権や出版社の利益は別問題である。 自著への

アクセスを万人に与えることは， 極めて低コス

トで実現可能であるのみならず， 研究者として

の職業倫理上， 至上の責務と考えるべきだ。

Th Solutionアクセス不全問題の解消

教が諒めるよう
Univ Pays tor 

購誠料を一括払い
Faculty to Read 

Faculty also ,' 

Deposit , ＇ 
� -ちらにも

Andrew A. Adams先生 発表スライドより
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鈴木章名誉教授J ーベル化学賞受賞関連論文を
HUSCAPから読むことができます

鈴木章（ すずき• あきら） 本学名誉教授の， 2010年ノ ーベル化学賞受賞が決まりました。

この原著論文をHUSCAPからどなたでも読むことができます。

( 1)鈴木• 宮浦カップリング (Suzuki-Miyaura coupling)論文：
Miyaura, Norio; Yamada, Kinji ; Suzuki, Akira 

A new stereospecific cross-coupling by the palladium-catalyzed reaction of 1-alkenylboranes 

with 1-alkenyl or 1-alkynyl halides. Tetrahedron Letters. 1979, vol. 20, issue. 36, pp. 3437-3440. 

こちらから読むことができます → http://hdl.handle.net/2115/44006 

(2)鈴木• 宮浦カップリング (Suzuki-Mi yaura coupling)総説論文：
Miyaura, Norio; Suzuki, Akira 

Palladium-Catalyzed Cross-Coupling Reactions of Organoboron Compounds. Chemical reviews. 

1995, vol. 95, issue. 7, pp. 2457-2483. 

こちらから読むことができます → http://hdl.handle.net/2115/44007 

HUSCAPに収録後10日 間で， ( 1)は656回， (2)は301回， ダウンロ ードされています。

学術成果コレクション(HUSCAP)収録文献
（平成22年 6 月 1 日 ～平成22年 9 月30日 ）

新たに， 188名の研究者の方々からご提供いただいた780件の文献を公開しました。

また， 10研究科等の16タイトルの紀要（文献506件） も公開しました。
HUSCAPについて詳しくは， 下記URLをご覧ください。
http:// eprints. 1 i b. hokudai. ac. jp/ 

附属園書館では． 本学の研究者が執筆した論文や学会発表資料等の文献を収集し. HUSCAPにて保存•公開

しています。

新たに論文等を発表された際は ， repo@I i b. hokuda i. ac. jpヘファイルをお送りください。

ご協力よろしくお願いいたします。
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お知らせ

（平成22年 7月,--.., 9 月）

No. 来 館 者 来館日 時 間 人数 備 考

1 山口大学図書館 8 月11日（水） 9 :oo- 9 :40 2 図書館見学

2 新潟大学附属図書館竹谷課長他 9 月 7 日（火） 15:00-17:00 2 北方資料室見学

3 市立函館高校 9 月27日（月） 13:25-15: 15 83 図書館見学

計 87 

2010北海道大学オープンキャンパスを実施しました

平成22年8 月 1 日 （ 日 ） に 「2010北海道大学オープンキャンパス」 自由参加プロ グラムとして， 附

属図書館では館内ツアー等を実施しました。

本館では， 図書館蔵書目録や国立国会図書館の雑誌記事索引データベースで図書館が設定したキー

ワ ードを検索し， 図書や雑誌に辿り着くまでを体験しました。 また， 希望者には館内ツアーが催さ
れ， 本学の貴重な資料を見学していただきました。 参加者は昨年 度より24名増えました。

北図書館では， 開架閲覧室， 多数の学生用パソコンや映像資料を備えているマルチメディ ア公開利

用室等を案内するツアーを実施しました。 館内ツアー及び自由見学を合わせて， 参加者は昨年 度より

5 名増えました。

各館の実施内容は次のとおりです。

【本館】
◆内 容 ・ 検索体験 (20分） ・ 館内ツアー (10分）
◆時 間 10:00から15:30まで， ほぼ l 時間ごと， 合計 8 回実施
◆配布資料 「蔵書検索の使い方」
◆参加者数 166名（各回合計， その他自由見学者は72名）

【北図書館】
◆内 容 ・ 館内ツアー (15分）
◆時 間 10:00から11:00まで， 合計 7 回実施
◆配布資料 「北大図書館利用案内」 「北図書館パンフレット」
◆参加者数 13名（各回合計， その他自由見学者は123名）

（ 利用支援課）

，
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企画展示「北方古地図展」 （第二期）開催中

附属図書館 4階北方資料室入口掲示コー ナーにおいて， 企画展示 「北方古地圏展」第 二期『北方圏

の変遷』を開催しています。

第 二期は， 第 一期『北海道偲の変遷』に続き， 蝦夷地からさらにカラフト島や千島の島々にまで調

査をすすめてきた歴史を北方図を通じて概観し紹介します。

江戸幕府の役人であり探検家でもある近藤重蔵が蝦夷• 南カラフト・ 千島を踏査して著した『蝦夷

地図式』（ 一） （ 二） ， 北方探検家として知られる間宮林蔵が大陸に渡った際に作成した『黒龍江中

洲並天度』， 松浦武四郎が開拓使に提出した彼の北方探検総集編ともい うべき『北海道国郡図』な

ど， 北海道とその北辺地域の歴史を伝える地図をパネルで展示しています。

第二期： 『北方図の変遷』 展示期間：平成22年9月 1 日- 1 2月27日

·� 

近藤重蔵『蝦夷地図式』（一）「チュプカ諸島」 (1800年）

近藤重蔵『蝦夷地固式』（二）「蝦夷地」 (1802年）

這
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間宮林蔵『黒龍江中洲井天度』 (1810年） 松浦武四 郎『北海道国郡図』 (1869年）
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第二期 「北方図の変遷」 展示資料の紹介

展示パネル
図 名 （ 著 編 者 名 ） 成 lL _._. 年

1 日 本およびエゾ図（ ヤンソン： J. Janszonius) 1658年
2 三国通覧輿地路程全図（ 林子平） 天明 5 (1785) 
3 蝦夷輿地之全図 天明 6 (1786) 
4 蝦夷地図式 (-) 「チュプカ諸島図」 （ 近藤重蔵） 寛政12 (1800) 
5 蝦夷地図式（ 二） 「蝦夷地図」 （ 近藤重蔵） 享和 2 (1802) 
6 黒龍江中洲井天度（間宮林蔵） 文化 7 (18 10)頃
7 満州魯西亜彊界図 嘉永 6 (1853) 
8 蝦夷諸島切壌全図（ 沖正蔵） 安政 3 (1856) 
， 官板実測日 本地図 ［蝦夷諸島］ 慶応元 (1865)
10 北海道国郡図（ 松浦武四郎） 明治 2 (1869) 

展示ケ ース

ケ
ー
ス

1
ー

ケ
ー
ス
2

テ ー マ I 資 料 名 （ 著 編 者 名 ） 1 成 立 年
朝鮮国全図1 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · • · · · · · · · · · · · • · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  

林 子平 琉球国全医 I 天明 5 (1785) 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  

三国通覧圏説

東磋紀行
間宮林蔵

ヤエンコロ アイヌ文書

文化 7 (18 10)序
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

乾隆40 (1 775)以降

※所蔵はすべて本館・ 北方資料室です。

展示風景 （第 二 期）

（ 北方資料室）
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楡 蔭（北大図書館報）

附属図書館 （本館） の再生事業について

1 . は じ め に

附属図書館本館は昭和40年 6 月に現在の図書館棟の新営工事が完了し， その後昭和59年に増築して

います。 建築後， 既に45年が経過し， 建物の耐震強 度や老朽化の問題および中央積層書庫が建築基準

法上不適合であることなどから今回の再生事業が計画されました。

新営棟の整備 既設 ： 積 居 書 庫 の解体

ア ト リ ウ ム と し て 再生

閲賢塁：

‘‘
1
9

fへ ‘<f
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‘̂
 

“

ぷ
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こ
竺
GL▼

 

閲覧富

閲覧定

9 ー ニ ン グ
セ ン タ ー 閲覧宣

A ll化雲、“

I 既存図書館の改修 I

附属図書館再生事業の概要 （断面図）

断 面 図

2 .  再生事業 （新営棟の建設， 既存棟改修） の内容 ・ エ期

① 新営棟建設（ エ期： 平成22年 7月～平成23年 3 月予定）

新営棟は既存棟の南側に建設し， 地下 2階地上 5階の建物で， 地下 2階から地上 1階は自動化書

庫 1 (収容能力52万冊） を設置します。 地上 2階から 5階は開架閲覧室です。 また， 既存棟とは渡

り廊下で往来出来るよ うになります。

② 老朽改修（ エ期： 平成22年11月～平成24年 3 月予定）

既存棟の老朽改修は今年 度西棟， 北棟， 玄関棟を改修します。 平成23年 度は南棟， 東棟を改修し

ます。 この改修により電気設備や機械設備が更新されます。 また照明や壁等もきれいになりますの

で明る ぐ快適な環境になります。

1 自動化書庫とは膨大な図書をコンテ ナ ボックスで効率的に保管し， 館内の蔵書検索端末の検索結果

から指示することにより自動的にカウンターまでその図書を搬送するシステム。 利用者は請求票等

に記入することなくその図書を手に取ることが可能。
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③ 中央積層書庫解体（ エ期： 平成24年 度予定）

中央にある 6 層の積層書庫は平成24年 度に撤去する予定です。 撤去後はアトリウムとして利用者

の憩いの場とする計画になっています。

附属図書館再生事業の概要 （上から見た図）

3 . 再生事業の効果

① 新営棟について

新営棟 2階にはパソコン等IT環境の高 度化を図ったコー ナー， 参考閲覧室， 講習会等を開催でき

る情報リテラシールームからなるラーニングセンターを設置します。 3階から 5階は開架閲覧室と

して快適な学習環境を提供します。 その他， 次のとおり学習環境が 向 上します。

・ 夜間や士日 に利用ができなかった参考資料や北方資料（ 貴重資料を除く） が利用可能に。

• 入退館ゲートが一箇所になり， 利用者動線が簡易に。

• 閲覧座席数の増加および個席の設置。

• 冷暖房の完備。

・ きれいなトイレ， 洗面室。

13 



楡 蔭（北大図書館報）

② 既存棟について

既存棟はほとんどが書庫になり収容可能冊数が増加します。 また， 今回の改修を機に資料の再配

置を行います。 このことにより分散されていた和書 · 洋書を一つにまとめる予定です。 また， 将来

的には学部学生の書庫入庫を可能にする予定です。

新営棟完成予想図

4 . おわり に

今回の工事により利用者の皆様には大変ご迷惑をお掛けしています。 また， 今後も騒音や資料・ 施

設の利用制限等があります。 ど うぞご理解ご協力をお願いいたします。

なお， 改修関係のお知らせを圏書館ホ ームページに随時掲載しますので， ぜひご覧ください。

（ 利用支援課）
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平成22年度附属図書館イ ンタ ーンシッ プ （図書館実習）について

附属 図書館では， 他大学からの國書館実習の要請を受けてインタ ーンシップ（図書館実習）を実施

しています。 今 年度は 8 月 5 日（木）から1 3日（金）までの（土日を 除く）7 日間 北海道武蔵女子

短期大学 3 名 ， 藤女子大学 3 名 計 6 名 の実習生を受け入れ実施しました。

図書館実習は， 実際の図書館業務を体験してもらい， 職業意識を高 めることを 目 的とし， 短期 間で

あっても ほ ぼ全業務を体験できるよ う にプ ロ グラムを作成しています。 実習 を終えた学生からは，

「利用者とのコ ミ ュ ニ ケ ーションをとる難し さ や楽し さ を知ることができた。 」 ， 「講義で学べない

図書館業務や貴重な経験ができた。 」 などの感想が多く寄せられました。

オ リ エ ンテ ー シ ョ ン を 受 け る 実習 生 館 内 施設見学の様子

教員著作寄贈図書
（平成22年 6 月 1 日～平成22年 9 月30日）

寄 贈 者
所 属 部 局 寄 贈 図 書 所 在（敬称略）

大学院文学 大学院文学研究科 言語研究の諸相 ： 研究の最前線 ／ 北海道大学大学院文学研究 本館 ・ 開架 ・ 教員著作研究科 科言語情報学講座編． — 札幌 ： 北海道大学出版会 ， 2010 . 3

大学院文学研 大学院文学研究科 知里真志保 ： 人 と 学問 ／ 北海道大学大学院文学研究科北方研究科北方研究 北方研究教育セ ン 究教育セ ン タ ー編著 — 札幌 ： 北海道大学出版会 ， 2010 . 3. 本館 ・ 開架 ・ 教員著作
教育セ ン タ ー タ ー

佐々 木憲介 経済学研究科 イ ギ リ ス 経済学にお け る 方法論の展開 ： 演繹法 と 帰納法 ／ 只 本館 ・ 開架 ・ 教員著作腰親和， 佐々 木憲介編． — 京都 ： 昭和堂 ， 2010 . 6

Potent ial  theory in Matsue / edited by Hiroaki Aikawa . . .  本館 ・ 開架 ・ 教員著作
相川 弘 明 理学研究院 [et al . ] .  - Tokyo : Mathemat i cal  Society of Japan , 

c2006. - (Advanced studies in pure mathemat ics  ; 44) 北國書餌 ・ 2 欝& 3 欝 ・ 一般図書

観光学高等研究セ 観光 と 固書館の融合 = The fus ion of tourism and l i braries  本館 ・ 開架 ・ 教員著作
松本 秀人 ／ 松本秀人著． — 札幌 ： 北海道大学観光学闇等研究セ ン タ ー

ン タ ー

（発行） ， 2010. 7. - (CATS叢書 ； 第 5 号） 北國書館 ' 2 欝& 3 陛 · 一般図書

ご恵贈誠に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
図書館で は本学教員が執筆 し た 図書 を収集 し て い ま す 。 新た に本 を 出 版 さ れ る 際に は ， 是非 ご恵贈 く だ さ

る よ う ご協 力 お願い致 し ま す 。 ま た ， 北京大学図書館 と の相互交流お よ び協 力 に 関 す る 覚書の締結に基づ き ，
北京大学 と の交換用 に も う 1 冊分， ご寄贈 いた だ き ま す よ う ご協 力 を お願い致 し ま す 。 と り ま と め は ， 附属
図書館で行 い ま す 。
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楡 蔭（北大図書館報）

北京大学図書館への本学教員著作寄贈

北京大学との相 互交流および協力に関する覚書の締結に基づき， 北京大学との交換用に本学教員が

執筆した図書を ご寄贈いただきました。 ここに， これまで ご寄贈いただいた図書を報告します。

著者
廣重 力
井上 勝生
坂井昭宏， 柏菓武秀
加藤 重広
加藤 重広
加藤 重広
加藤 重広

加藤重広， 吉 田 朋彦

加藤重広著 ； 町 田健編
加藤重広著 ； 町 田健編
佐久間淳一 編
佐久間淳一 ， 加藤重広，
町 田 健
川 口 暁弘
高橋 芳郎
石塚晴通教授退職記念
会 （代表， 池 田 証壽 ）
人見 剛
僕壁 仁
久保 淳 司
中村仁志夫 ［ ほ か］
高橋是太郎
杉 山 滋郎
石川 健三
出村克彦， 山 本康貴，
吉 田 謙太郎
駒込武， 橋本伸也 ほ か
9名

Marci  -Boehncke 
Gudrun, Ri ecke Jorg 

遊川 和郎

箕崎 睦子

吉 田 文和
布施泉， 野坂政司 ，
岡部成玄
布施泉，

玄
野坂政司 ，

岡部成
Takahiro Uesugi ,  
Shi eko H areyama, 
Kiyonori Kawahatsu 

細川 敏幸

青木純一郎 ［ ほ か］

著者所属 （寄贈時 ）
名 誉教授
文学研究科
文学研究科
文学研究科
文学研究科
文学研究科
文学研究科

文学研究科

文学研究科
文学研究科
文学研究科

文学研究科

文学研究科
文学研究科

文学研究科

法学研究科
法学研究科
経済学研究科
医学部
水産科学研究院
理学研究院
理学研究院

農学研究院

教育学研究院

メ デ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ
ケ ーション研究院
メ デ ィ ア ・コ ミ ュ ニ
ケ ーション研究院
メ デ ィ ア ・コ ミ ュ ニ
ケ ーション研究院
公共政策学連携研究部
情報基盤セ ンタ ー

情報基盤セ ンタ ー

高等教育機能開発総合
セ ンタ ー

高等教育機能開発総合
セ ンタ ー

高等教育機能開発総合
セ ンタ ー

寄贈図書
多岐亡羊
幕末 ·維新
現代倫理学
み ん なの日本語教室
日本語修飾構造の語用 論 的研究
日本語文法入門ハ ン ド プック
こと ばの科学
日本語 を知る た めの 51題：日本語のこと ， あ なた は どれだけ
知っ ています か？
日本語学のし く み
日本語語用 論 のし く み
言語学基本 問題集

言語学入門：これから始め る 人のた めの入門書

明治憲法欽定史
訳注 「名公書判清明集」 戸婚門：南宋代の民事的紛争と判決

日本学 ·敦煽学 ・ 漢文訓読の新展 開

分権改革と 自 治体法理
徳川 後期の学問と政治：昌 平坂学問所儒者と幕末外交変容
l 株 当 り 利益会計基準の研究
医療系学生のた めの病理学
水産機能性脂質：給源 ・ 機能 • 利用
北の科学者群像： 「理学モ ノ グ ラ フ 」 194 7-195 0
解析力学入門
農業環境の経済評価：多面的機能 ・ 環境勘定 ・ エコロ ジ一

帝国と学校

nVon Mythen und Maren" : Mi ttelal ter l iche Kul turgeschichte 
im Spi egel e iner Wissenschaft ler-Biographie  

中 国 を知る：ビジネスのた めの新しい常識

渡米移民の教育：栞で読む日本人移民社会

The cyc l ical economy of Japan 
教科 「情報」 は難しい？：高等学校普通教科 「情報」 実施初
年度 ア ンケ ー ト 報告

高等学校教科 「情報」 実施状況調査報告：（中 間と り まと め ）

Proceedings of internat ional sympos ium on winter 
sports sc iences commemorat ing the 2007 FIS nordic ski 
WC in Sapporo 

科学のこころ ： この世は案外お も しろい

高地 ト レー ニ ング ： ガ イ ド ラ インとそのスポー ツ 医科学的
ゴ円ヒ 早尻
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会議 （平成22年 6 月29日 ～平成22年9月30日）

【学 内】

◎図書館委員会

0第218回 〈 7月15日 （ 木） 〉

議題
1 平成21年 度決算について

2 平成22年 度予算について

3 平成23年 度学術研究コンテンツ（ 電子ジャー ナル等） の整備について
4 附属図書館の第 一期中期目標• 中期計画の結果及び評価について
5 平成22年 度附属図書館事業計画（ 案） について

6 不用決定（ 書庫内重複医書） について
7 北海道大学附属圏書館北方資料室管理運営内規の廃止について
8 電子ジャー ナル ・ プロ キシサ ーバ停止について

報告事項

l 各種委員会報告
1)学術成果発信小委員会

2 ) 圏書選定小委員会
2 附属図書館本館再生事業の進捗状況について

3 平成23年 度概算要求事項（ 施設整備事業） について

4 平成23年 度概算要求事項（ 特別経費（ 基盤的設備等整備分） ） について
5 平成21年 度蔵書点検結果について
6 道内大学 ・ 公共図書館横断検索 (Dopac)の提供終了について
7 国立情報学研究所の学術機関リポジトリ支援事業

平成22年 度委託事業への応募結果について
8 国立清報学研究所の遡及入力事業

平成22年 度委託事業への応募結果について
9 附属図書館年次統計について

10 北大時報から

0第219回 〈 9 月27日 （月） 〉 （ 持 ち回り）

議題

l 北海道大学図書館委員会規程の一部改正について
2 組織の廃止， 設置に伴 う内規等の改正について
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楡 蔭（北大図書館報）

◎北図書館委員会

0第 1 54回 〈 7 月22日 （ 木） 〉

議題

1 平成2 1年 度北図書館図書費決算（ 案） について

2 平成22年 度北図書館図書費予算（ 案） について

3 平成22年 度北図書館事業計画（ 案） について
4 平成22年 度教員選定図書の選定について

報告事項

1 北図書館年次統計について

◎学術研究コンテンツ小委員会

0平成22年 度第 2 回 〈平成22年 7 月23日 （ 金） 〉 （ 持 ち回り）

◎学術成果発信小委員会

0平成22年 度第 2 回 〈 7 月27日 （火） 〉

◎点検評価小委員会

0平成22年 度第 1 回 〈 6 月29日 （火） 〉

◎図書選定小委員会

0平成22年 度第 2 回 〈 7 月29日 （ 木） 〉

【学外】

◎北海道地 区大学図書館協議会

0第 53回図書館職員研究集会 〈 8 月20日 （ 金） 〉 （ 天使大学）

0第 60回総会 〈 8 月27日 （ 金） 〉 （ 北海道文教大学）

人事往来 （ 平成22年 7 月 1 日 ～ 平成22年 1 0月 3 1 日 ）

【 平成22年10月 1 日 付発令】

［配置換］

伊 藤 ますみ 附属図書館管理課課長補佐（ 附属図書館学術システム課課長補佐）

［採用 ］

笠 井 美由紀 附属図書館利用支援課（相互利用担 当）
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図書館 日 誌 （平成22年 7 月 1 日 ～平成22年9月30日）

月 日

7 月

5 - 16 平成22年度大学図書館職員長期研修 （筑波大

学） （管理課， 利用 支援課）

項 目

1 5  第218回 （平成22年度第 1 回） 図書館委員会

22 

23 

第154回 （平成22年度第 1 回） 北図書館委員会

平成22年度第 4 回 ホ ー ムペー ジ委員会

平成22年度第 2 回学術研究 コ ンテ ン ツ小委員

会

27 

28 

29 

研究集会企両委員会

平成22年度第 2 回学術成果発信小委員会

国立情報学研究所図書館連携作業部会 (NI I)

（学術シス テ ム課）

平成22年度第 1 回図書担当係長連絡会議

平成22年度第 2 回 図書選定小委員会

月 日

9 月

2 第41 回 国連寄託圏書館年次会議 （東京） （利

用 支援課）

項 目

6 - 10 漢籍整理長期研修 （東京大学） （学術シス テ

ム課）

8 HUSCAP説明会 （教育学研究院）

9 - 10 北海道図書館大会 （北海学園大学）

1 3 - 1 7  北図書館蔵書点検

平成22年度第 4 回北海道地 区大学図書館職員 14 

1 7  

2 1 

27 

HUSCAP説明会 （保健科学研究院）

平成22年度第 6 回 ホ ー ム ペー ジ委員会

平成22年度第 2 回楡蔭編集委員会

第2 19回 （平成22年度第 2 回） 図書館委員会

28 HUSCAP説明会 （理学研究院）

28 - 30 高大連携授業聴講型公開講座学生への利用 ガ

イ ダ ンス （北図書館）

30 HUSCAP説明会 （歯学研究科）

8 月

2010北海道大学オー プ ン キ ャ ンパ ス

3 新任者 目 録シス テ ム研修会 （利用 支援課）

5 - 13 図書館実習 （北海道武蔵女子短期大学 3 名 ，

藤女子大学 3 名 ）

1 6 - 20 本館蔵書点検 （書庫和雑誌）

20 第53 回北海道地 区大学図書館職員研究集会

（天使大学）

27 平成2 1年度第 4 回北海道地 区大学図書館協議

会幹事館会議 （北海道文教大学）

第60回北海道地 区大学図書館協議会総会 （北

海道文教大学）

平成22年度第 5 回 ホ ー ムペー ジ委員会
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